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おわりに
はじめに
日本語国際センターの海外日本語教師短期研修では、研修生の総合的な日本語運用力の向
上をはかるべく、四技能統合型トピックシラバス（以後、総合日本語）を使った日本語学習
プログラムを提供している。その中でも、特に、研修開始時に実施するプレースメントテス
ト（1）で超級と認定される学習者を含む最上位クラスの日本語学習に対しては、この総合日本
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語の授業において、何をすべきか、また何ができるのかは、常に試行錯誤の中で行われてき
た。今までに最上位クラスの総合日本語の授業で取り上げられたトピック例としては、家族、
教育、環境、労働、異文化、交際などがあり、ビデオや新聞記事などの生教材を使って、四
技能の更なる向上と日本社会に関する最新の知識の獲得を目指して授業が行われている。今
までのところ、どのトピックも日本社会の重い課題を題材としたものが多く、教室活動とし
ても、ディスカッション、ディベート、インタビュー、発表、スピーチといったフォーマル
な言語活動や、意見文や投稿記事を書く活動のように文章語に焦点を当てた活動などが中心
であった。そこで、通常扱われるトピックとは異なる新たなトピック「言葉と文化」を設定
し、楽しい話題で、かつインフォーマルな言語面に重きを置いた上級者向けの総合日本語の
授業を試みることとした。具体的には、日本の言葉遊び、特にユーモラスな話でよく「落ち」
として日本人が用いる「だじゃれ」と、面白い経験談を語るという活動を取り上げた。経験
談は日常的な言語活動でありながら、聞き手をひきつけつつ、しかもわかりやすく話すため
には、話全体の構成や細部の言語的なテクニックなどへの気配りが必要とされ、案外難しい。
そのため、上級日本語学習者の興味やニーズも高いと予想された。
また、日本語母語話者が日常的な経験を語る際、談話構造及び運用面でどのような能力を
持っているか (以後、口頭ナラティブ能力)の解明も徐々に進みつつある。（櫻井1996、
Takahashi 1996、Okazaki 1995など）。しかし、準備を進めるうちに、上級日本語学習者がど
の程度の口頭ナラティブ能力をもっているのかがはっきりしないため、授業でどのようなイ
ンプットをすべきなのかが決められないという矛盾にぶつかった。学習者の口頭ナラティブ
能力を評価する基準は、従来プレースメントテストとして行われてきたOPIや筆記試験などで
は明文化されておらず、能力の高低を測りにくいからである。また、学習者の口頭ナラティ
ブ能力を、授業中のインプットで向上させることができるかいう疑問もあった。そこで、本
研究は、パイロットスタディとして、最上位クラスの上級日本語学習者が、指導前の時点で
どのような口頭ナラティブ能力を獲得しているのかということ、また、その後の教師側から
のインプットにより学習者のナラティブがどのように変化するのかという二点を明らかにす
ることを目的とした。
1. 先行研究
1.1 ナラティブとは何か
Gulich＆Quasthoff（1985）によりまとめられているナラティブに関する様々な定義をみると、
ナラティブを定義するために以下の四点が争点になっていることがわかる。
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１）語っているときよりも過去の出来事であるかどうか
２）実際に起こったことかどうか
３）語り手とナラティブ中の登場人物との関係はどうか
４）語るに値するかどうか（reportability, quality of being out of ordinary）
本研究で取り上げるナラティブは、自分の身の回りにおこった面白い経験談であるので、「語
り手自身に、実際に起こった、語るに値する、過去の出来事である」と定義できると思われ
る。また、本研究では、雑談の中に現れるナラティブを想定しており、口頭ナラティブ能力
を、会話能力の一部として考えたい。
1.2 日本語母語話者の口頭ナラティブ能力について
第二言語習得の分野における日本語学習者の日本語での口頭ナラティブ能力についての研
究は、管見ではまだ見当たらない。しかし、社会言語学の分野では、まず、第一言語習得の
観点による櫻井（1996）がある。櫻井はフロッグストーリーといわれる絵を見せ、子供から
大人までの日本人被験者に口語で語らせたナラティブを時制の使用の発達という観点から分
析している。また、変異分析では、成人の口頭ナラティブの中での歴史的現在形（過去にお
こった出来事を現在形で表すこと、Historical Present以下HP）や直接引用の使われ方を取り上げ
た松村（1995）（2）や小玉（1998）、否定を取り上げたYamada（2000）などがある。さらに、イ
ンターアクションの社会言語学では、同じく成人ナラティブ内のHPや直接引用を取り上げて
いるTakahashi（1996）や省略を取り上げたOkazaki（1995）などがある。変異分析では、話の内
容に濃淡をつける言語的な評価装置（evaluative device）（3）という観点で、インターアクション
の社会言語学では、ナラティブ内の出来事や聞き手に対する感情的な関わりの方策（involve-
ment strategy）という観点で、上記にあげたそれぞれの言語現象に注目している。本研究では、
前者の言語的な評価装置という観点から学習者の口頭ナラティブ能力の分析を試みるため、
以下、評価装置という概念について説明する。
1.3 評価装置とは何か
評価装置とは、話し手が話の内容に相対的な重要性の差異をつけるための装置で、話し手
がその内容に対する態度や感情を伝えることによってその機能が果たされる（Schiffrin1981）。
その結果、聞き手は話が理解しやすくなったり、話の要所要所で、ひきつけられたりする。
しかし、評価装置は、過剰使用されるとその機能を失う（Polanyi 1985）。つまり、音楽の演奏
もピアニッシモがあるからこそフォルテッシモが際立つのであり、評価装置も話の展開上、
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適切だと思われる箇所にのみ使用されるべきものである。また、評価装置は、あらゆる言語
に共通するものもあれば、それぞれの言語の持つ特徴に応じて独自のものもある。例えば、
直接引用などは、どの言語にもある評価装置であると思われるが、HPなどは、時制のない中
国語などではありえない。また、その使用は、決してランダムではないが、話し手の任意で
あるため、使用されないからといって誤りというわけではない。平たんで単調な話になって
しまうというだけである。さらに、ある一つの評価装置の使用を分析するには、音声面も含
めたその他の評価装置の分布も視野に入れた総合的な判断が必要である（Schiffrin1981）。つま
り、ある一つの言語的な評価装置が、あるナラティブ内で使用されていなかったからといっ
て、そのナラティブが単調になるわけではなく、その話の構成や展開というマクロの構造と、
その他の様々な評価装置との関係を、できるだけ総合的に記述する必要がある。今後、質的
にも量的にもそれらを総合的に記述する研究が望まれる。
2. 調査方法
2.1 調査の対象
当センターの2000年度夏期短期研修の中で最も運用力の高い５クラスの総合日本語授
業において、口頭ナラティブ指導の授業を試みた。研修生11名のプロフィールは表1のと
おりである。
来日時のプレースメントテストで、OPIの判定「中上」が１名いるものの、10名は上級以上で
あり、また筆記試験においても日本語能力試験の２級相当問題において正答率が8０％以上の
研修生が８名おり、日本語学習者としては、上級のクラスと言える。
2.2 調査の方法
1.2で述べたように、話のクライマックスや展開場面で頻繁に現れる言語的な評価装置とし
－ 34 －
日本語国際センター紀要　第11号
表１　研修生概要�
男性：２　　女性：９�
20代：２　　30代：４　　40代：２　　50代３�
ブラジル：２　　ネパール：１　　タイ：２　　キルギスタン：１�
マレーシア：３　　ルーマニア：１　　フランス：１�
90％以上：４　　80～89％：４　　70～79％：３�
�
超：３　　上上：３　　上中：３　　上下：１　　中上：１�
なし：１　１ヶ月以内：２　６ヶ月～１年：３　４～５年：４　10年以上：１�
性　　別�
年　　齢�
国　　籍�
�
筆記試験�
結　果(4)�
OPI�
滞在経験�
ては、HPや擬音語・擬態語、直接引用、否定以外にも数多くあるが、今回は限られた授業時
間内での指導であるため、HPと擬音語・擬態語、そして既存の研究では指摘されていない、
「～たら」や「そしたら」などの接続表現（Kodama 2000）（5）を加え、インプットした。この3
点に的を絞った理由は、直接引用は、どの国の言語にも存在する使用頻度の高い評価装置で
あるため、自然に出てくることが考えられ、このレベルで指導する必要性は低いと考えられ
たからである。また、HPも様々な言語で頻繁に用いられる評価装置であるが、ネイティブで
もその使用や存在はまったく意識されておらず、学習者には文法的な誤りとして捉えられて
いることも多いので、学習者に対しては、意識化させる必要があると思われた。一方、擬音
語・擬態語や「たら」は、使用頻度が高い上、日本語独特の評価装置であり、指導の必要性
があると思われた。以下に、これら3つの評価装置が学習者に対してどのようなものとして説
明されたかを示す。
a.過去に起こった出来事があたかも目の前で起こっているかのような臨場感をかもし出した
り、出来事に対する話者の驚きなどの感情的な要素を伝えるために用いられるHP
b.語られる内容を直接感覚に訴えることで、より臨場感を醸し出す擬音語・擬態語
c. 話者の直接体験や意外性を表す接続詞「たら/そしたら」
さらに、授業においては、研修生に評価装置をインプットする際、日本人の口頭ナラティ
ブのサンプルとして「分析サンプル：ネコかぶり」を提示した。このサンプルは、日本語母
語話者のナラティブ（6）で、評価装置a.b.c.が使われており、ナラティブの長さも適当である。
また、このサンプルデータの「落ち」は、「だじゃれ」で終わっているという点からいっても、
今回の授業でのインプットに最適と判断し、音声テープで談話を聞かせるとともに以下のト
ランスクリプションを研修生に提示した。
分析サンプル：ネコかぶり
凡例：＠＠＠＝笑い、下線＝強調されている部分、 ＝インプット項目
話し手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聞き手
I：あのね、うちも一匹ねこがいるのよ。 H：（ネコの鳴きまね）
I：ニャータっていって、
もう１５になるんだけど。 H：（ネコの鳴きまね）
I：そいで、その、あーん（聞き手のちょっかいに対して） ＠＠＠＠＠
I：そいで、あのーうちの子がかわいがってんの、とってもね。
そいで、もうある時ね、あのうちの子がね、
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網掛け
「あんまりこいつがかわいいから、
こいつがいなくなった時のことをね、
あのーたえられないから、 H：うん
I：その前に、子猫を飼って、
あのーかわいがって、
それを育てて、
こいつがいなくなっても、
そのー寂しさに耐えられるように
衝撃に耐えられるように
子猫を飼いたい」
って言い出したの、うちの子が。
ある時私が 、
子供が部屋にとんとんって入ってきて
「ニャータが大変なの」って 。 H：うん。
I： 、「この猫はもう白内障で年取って
目がほとんど見えないって言われた」って 。 H：ニャンタがですか。
I：ニャータが。 H：ニャータが。
I：うん。
ほいで、よーくニャータの顔をこう 、
こんなかわいい顔してるんだけど、
目が 開いたっきり、
どう孔が 。 H:あー。
I：ほいで、あんまりのことにうちの子ね、
ニャータの目が見えなくなって
もうちっちゃい猫のことは忘れて、
「もうあれはいらないわ」って「ニャータを可愛がるわ」って
言って。
お医者さんにも 、
あの、ちっちゃい猫を飼うと、
年とった猫って僻んだり、すねたり、嫉妬したりしてね、 H：あー
相談したら
開きっぱなしなのよ
バーッって
見たら
言うの
そしたら
言うのね
寝てたらほしたらね、
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I：大変なことになるんですって。 H:：はいはいはいはい
I：いなくなっちゃったりするんですって。 H：そうですってね。
I：だから、「ちっちゃい猫のことあきらめるわ」って言ったの。
と、しばらく 、
ニャータのどう孔が 狭くなって
もう全然、一階から三階まで かけおりて、
がけ、下ったりなんか 。 H：へーわかったんです
かね。
I：ねこかぶってたの。 H：えっ、えー
＠＠＠＠＠。
2.3 授業内容
次に授業内容について記す。
調査対象クラスでは、研修期間中、「異文化・自国と日本」「交際」「教育」「労働」「言葉と
文化」「自然・環境」の6つのトピックで総合日本語の授業が行なわれた。そのうち、すでに
保持している口頭ナラティブ能力の調査及び授業でのインプット後の変化を調べたのは、「言
葉と文化」（3時間×３回、合計９時間）の授業である。以下に当該トピックの授業の目的、
実際の授業の流れ及び教室活動を記す。
2.3.1 授業目的
授業の目的として、次の４つを設定した。
・ことばの専門家として、日本語を様々な角度から分析する。
・ことば遊びを通して日本文化を知る。
・聞き手をひきつける効果的な話し方の分析をする。
・効果的な話し方の言語的特徴を意識しながら経験談を話してみる。
2.3.2 授業の流れと教室活動
授業の流れは5段階に分けられるが、紙面の都合上、口頭ナラティブの指導に関するものを
中心に記す。
一日目
①ウオーミングアップ（言葉の面白さに注目させる活動）
してるの
バーッって
ニョーっと
したら
－ 37 －
上級日本語学習者の口頭ナラティブ能力の分析
様々な言葉遊びの具体例を出し合い、だじゃれやしりとりや回文などをインターネットで
検索することを課題とする。
②言葉遊びの中でも特に「だじゃれ」に焦点をあて、テレビ番組（日本TV）「笑点」の「大喜
利」のビデオを視聴させる。この番組は、日本の伝統的な言葉遊びの技術を落語家達が競い
合うもので、この回は、「水は英語でウオーター、お湯はわいたー」この要領で言葉遊びをす
るというものであった。社会常識が前提になっているものや、個人名や土地の名前などの固
有名詞が題材となっているものは、解説が必要であったが、概ねネイティブに近い理解を示
し、視聴中も笑いが絶えなかった。視聴後、これと同じ課題を宿題とし、２日目の授業で披
露するよう指示した。（7）
③経験談の披露のモデルを示す。
インフォーマルな場所で友人や家族に、自分の面白い経験を話したい時、どのように話す
か、聞き手をひきつける話し方の技術について考えてみるよう指示し、講師が自ら経験談の
モデルを示した。なるべく雑談の雰囲気が漂うように、研修生に近づいて座り、足を組み、
リラックスした雰囲気を出すよう工夫した。モデル提示のあと、面白い話、ちょっとユーモ
ラスな話、珍しい話、「落ち」のある話などを友達や家族に話すような感じで原稿を書かずに
録音してくるよう指示した。
二日目
④口頭ナラティブにおける評価装置のインプット
効果的な話し方（より自然で聞き手をひきつける）の指導として、日本人の口頭ナラティ
ブの例（2.2のサンプルデータ参照）を提示し、分析サンプルのトランスクリプションから、
「話し言葉の特徴が現れているところ」「面白いと思った所」「意外だと思った所」「この話の
クライマックスだと思った所」について指摘させる。
次に、上記の指示で指摘された個所で、どのような評価装置（2.2参照）が現れるかを考え
させ、講師側から、サンプルデータ内でどのように評価装置（研修生には、言語的特徴とい
う表現で示した）が使われているか、また、それぞれの項目を使用する場合としない場合で、
どのようなニュアンスの違いがあるかを説明した。さらに課題として、1日目の宿題であった
自分の経験後の録音を聞き、評価装置の使用が適当な部分は極力使って経験談を再構成する
こと、変更部分に関するメモを書くことを課した。
三日目
⑤研修生による経験談の披露
研修生の方からビデオ撮りの希望が出たため、録音に加え録画もすることになったが、な
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るべく緊張をとき、雑談の雰囲気を出すため、机を小さく並べリラックスできる雰囲気を作　
って、順番に発表させた。発表後、クラス全体の口頭ナラティブに関するコメントや経験に　
対する感想、及び各研修生の経験談に対するコメント（文法面、口語面、口頭ナラティブ面、
感想など）を紙面にてフィードバックしたものと、全員の発表を録画したビデオを研修生に
渡した。
以上、授業の流れと教室活動について報告した。次に、研修生の口頭ナラティブ能力の分
析結果について記す。
3. 結果
3.1 上級日本語学習者の口頭ナラティブ能力についての概観
2.2で述べた3つの評価装置をインプットする前に録音された経験談（宿題として録音テープ
で提出された経験談）と、インプット後にクラスで披露された経験談に、どのような傾向が
あったか、まず全体の傾向を概観する。
インプット前の研修生11名の全体的な傾向としては、評価装置の適切な使用の指導以前に、
まず口語会話全般に関する指導の必要性を実感した。すなわち、日常生活の中のインフォー
マルな場面である雑談において経験談を披露するという場合は、くだけた会話表現(8)で会話が
行われるのが自然であるが、大半の研修生が「です・ます体」（敬体）で話しており、フォー
マルなスピーチのようであった。また、くだけた表現で話そうとしている研修生の場合も、
文体が不統一であったり、文法的な誤用も多く見られ、まずインフォーマルな会話に特有の
表現、文と文の接続方法などの口語会話全体についてのルールの指導が必要であると痛感し
た。
指導前の口頭ナラティブ能力に関しては、ほとんどの研修生に、評価装置の知識がなく、
ほとんど使用もされていない傾向が認められた。評価装置の説明の後、HPに関してその知識
を問うたところ、母国語での存在を知っていた研修生が2名（フランス語とロシア語）で、あ
とは全く初めて聞く知識のようであった。中には、今までは自然にHPが会話中に出てしまっ
ても、誤用と考え、わざわざ過去形に言いなおしていたというコメントもあった。このよう
に、評価装置の使用は研修生の過去の日本語学習ではとりあげられたことがなく、訓練の経
験もないようであった。ただ、滞日経験の長い研修生の場合、評価装置の使用がインプット
前から観察されたり、インプット後の変化が顕著であったりして、OPIや筆記試験の結果より
は、滞日経験に口頭ナラティブ能力との相関関係があるように思われた。
そこで、11名の研修生の滞日経験年数（表1参照）に注目し、滞日経験1ヶ月以下と4年と20
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年の研修生のケースの中で、ナラティブの内容に誤解が生じにくいナラティブを取り上げ、
それぞれ詳細な分析を行うこととした。その分析結果である研修生の経験談のデータは47頁
以降の表2～7にあげた。この表ではそれぞれの指導前と指導後のナラティブを、節ごとにわ
けて通し番号を左欄に記し、インプットした3つの評価装置のうち、全体的に出現回数の多か
った「たら/そしたら」とHPが使用されている節の右欄には、＊のマークを付した。もう一つ
のインプット項目である擬音語・擬態語は、出現回数が少なかったため表には記載しなかっ
た。これは、「たら」やHPが話の展開に密接に関わっているのに対し、擬音語・擬態語は、話
の展開というよりは内容によって使いやすいナラティブと使いにくいナラティブがあるため
だと思われる。次に異なる3タイプの滞日経験を持つ研修生の、インプット前の口頭ナラティ
ブ能力の特徴や、インプット後の経験談における言語的特徴の分析結果を記す。
3.2 ケーススタディ
3.2.1 滞日経験1ヶ月以下の研修生の場合（OPI：上中　筆記2級：83％）
1997年に3週間の滞日経験がある研修生の場合、指導前の言語的評価装置の使用はゼロと言
っていいであろう。「たら/そしたら」、HP、擬音語・擬態語のどの項目の使用もなかった。
（巻末表２参照）また、文法あるいは語用論的な誤り（表２/節番号21、34～35 、38参照）もい
くつか観察された。指導後の発表でも、やはり文法、語用論的な誤り（表3/節番号38、44、48
参照）は見受けられた。節の数は47から51に増えているものの、文末がいずれも「～ました。」
「～でした。」に限られ、くだけた会話表現は全く見られなかった。評価装置としては、HPが
指導後に一箇所使用されている。しかし、擬音語・擬態語に関しては、使用すれば効果的な
部分（波の音など）も想定できるが、指導後も一切使用されていなかった。また、「たら」も
使用にふさわしい個所が何箇所か想定できるが（表3/節番号18～20、22～23など）、全く使用
されておらず、単調な印象のままのナラティブにとどまっている。
しかしながら、インプット項目ではなかったが、指導後の変化という点では、評価装置の
一つである「直接引用」(9)が指導前では１箇所（表2/節番号29）だったのに対し、指導後は2箇
所（表3/節番号40、43）に増えていたという点があげられる。これは指導なしで自然に出てき
たものであるが、3名とも直接引用の使用には増加傾向が認められ、今後注目に値すると考え
られる。
3.2.2 滞日経験4年の研修生の場合（OPI：上下　筆記2級：91％）
1993年から1997年までの約4年、大学留学による滞日経験がある研修生の場合、指導前にす
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でにいくつかの言語的評価装置の使用が認められる。まず、「たら/そしたら」が4箇所（表4/
節番号9、17、19、32）あり、引用動詞なしの直接引用も1箇所（表4/節番号21）使用されてい
る。また、文体は不統一であるが、くだけた会話表現も見受けられる。
指導後の変化を見ると指導前に使用されていなかった、HPは2箇所（表5/節番号22、23）使
用されており、ここでは2度同じせりふを繰り返していることから、意識的な使用ではないか
と思われる。ここでのHPの使用は、話のクライマックスでの効果的な使用であり、インプッ
トが有効に働いた可能性がある。擬音語・擬態語としては、ドアをしめる音が「パン」から
指導後には「バタン」に変化している。これは、筆者が発表前にこの研修生から、「車のドア
を閉める擬音語はどういいますか？」と聞かれたことから、日本語の擬音語として意識して
使用したことがわかる。また、「たら/そしたら」に関しては4箇所から8箇所に増えている（表
4及び表5参照）。しかし、必ずしも話の展開上適切な使用とは言えず、やや過剰使用の傾向が
認められる。例えば、表5/節番号9の「～たら」は、テ形接続がより適切であるし、表5/節番
号20の「～たら」はテ形接続をするか、「なんだか～変だなと思ったんですよ。」と一旦、文
を切って、「それで」で21に繋げるべきだと思われる。指導前は、表4/節番号18「思って」、21
「マーラさん、忘れてしまった」（引用動詞なしの直接引用）となっており、誤用でなかった
部分なので、指導後の発表では、インプットされた評価装置を意識的に使用しようとして、
かえって誤用を招いてしまった例ではないかと思われる。また、1箇所だった直接引用は４箇
所に増えた上、「忘れてしまった」（表4節/番号21）が「忘れちゃった」（表5/節番号24）になる
など、音の変化（融合）も見られ、全体的にくだけた会話表現になっている。その他の文法
面での誤用としては、指導前及び後の「本がたくさんおいてたから」（表4及び5/節番号29）は
「おいてあったから」とすべきところである。
3.2.3 滞日経験20年の研修生の場合（OPI：超　筆記2級88％）
日系人で、夫が日本人というこの研修生の場合は、0歳～10歳までを日本で過ごし、その後
もたびたび来日し、計20年近くの滞日経験がある。指導前の評価装置の使用は、8箇所の直接
引用（すべて引用動詞あり）以外はあまり見られないが、文法面、語用論面での誤用もなく、
経験談の構成もしっかりしている（表6参照）。
指導後の発表では、様々な項目で顕著に変化が認められる（10）（表7参照）。指導前にはHPの
使用が無かったのに対し、指導後、一気に4箇所（表7/節番号23、24、31、38）使用されてお
り、かつ、「たら/そしたら」の使用が2箇所から5箇所（表7/節番号10、15、16、25、30）に増
えている。またこれらは、3.2.2の研修生で見られたような過剰使用ではなく、文法的にも正
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しく、かつ、話の展開場面や、クライマックスでの、臨場感あふれる評価装置としての適切
な使用であると言えよう。その他にも8箇所から12箇所にふえた直接引用（思考も含む）では、
引用動詞のないものも3箇所（表7/節番号17、26、28）ある。いずれも話の展開場面やクライ
マックスでの効果的で適切な使用であり、過剰使用ではない。また、この研修生の場合は、
インプットした評価装置以外の変化も非常に多く見られる。全体的に指導前の録音ではフォ
ーマルなスピーチスタイルであったのに、指導後の発表では、かなりくだけたインフォーマ
ルな会話表現になっている。それらを以下に列挙すると、
・インフォーマルな会話に使用される接続詞「で」が0箇所から3箇所へ増加（表7/節番号11、
21、22）。
・「～と（言った。）」などの引用の接続詞「と」が「～って」や「～なんて」に変化
・名詞止めが出現（表７/節番号2、15）。
・指導前、「私は恥ずかしい気持ちで聞いていました。」（表6/節番号36）という表現が、指導
後「もう恥ずかしくて恥ずかしくてどうしようもない。」（表7節番号37～38）と変化。会話に
おいて聞き手に対する働きかけを強くしたり、リズムをよくするために使われる「繰り返し」
（『なめらか日本語会話』p66参照）の効果と日常会話で感動詞としてよくもちいられる「もう」
が効果的に使われ、聞き手をひきつける表現となっている。
・ 感情や判断の直接の表明を抑制する様子をあらわす副詞「まあ」（『現代副詞用法辞典』参
照）の使用（表7/節番号33）。「まあ」や上記「もう」は国立国語研究所（1955）でも日常談話
使用頻度の2位にあげられており、日本語母語話者の談話に多く使用されている。
このように、この研修生の場合、授業でのインプットがインフォーマルなくだけた会話表
現への変化や口頭ナラティブ能力としての評価装置の効果的使用を促すきかっけとなったの
ではないかと考えられる。
4. 考察・提言
『日本語教育事典』によると、上級の口頭表現能力とは、「日常会話の話す能力の上に、授
業、演習、座談会、討論会などで、抽象度の高い内容について口頭発表する能力」（ｐ634）
であるとされている。当センターに限らず、従来の上級日本語学習者の会話指導は、日本の
社会問題を扱うことよって、トピックの抽象度を上げ、かつフォーマルな場面における言語
活動を扱うことによって、抽象度の高い語彙や表現力を学習、習得させる方向にあったとい
える。それは、上級日本語学習者用の教科書で口頭能力にも焦点を当てている教科書（例、
『日本を話そう』『過渡期の日本を考える』『日本社会探検』）にも共通していることからも裏
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付けられる。しかしながら、今回扱った自分の経験談を話すという言語活動は、抽象度より
もむしろ具体性が高いと言え、また、雑談というインフォーマルな場面を扱ったという意味
でも、従来と逆の方向にある。
李（2000）は、上級日本語学習者の会話能力に関して、外国語を話し言葉として使うこと
に関する知識、およびその知識に基づいて会話を行う能力の欠如をあげている。この能力と
は、「語彙・文法とは違う範疇のもので、語彙・文法を実際に運用する際に直面しなければな
らない、会話参加者たちがどのように相互に働きかけあうかに関するもの」（p.246）であると
いう。李の場合、この能力とは会話管理に関する能力のことをさしているが、「会話参加者に
よる相互の働きかけあい」に必要とされるという点に関しては、評価装置の使用も同様に必
要な能力の一つであると思われる。また、Eggins＆Slades（1997）は、第二言語あるいは外国
語教育としての英語教育においても、雑談というインフォーマルな場面に使用するくだけた
会話表現に関して、生活の中での使用頻度が高いにもかかわらずあまり注目されていないこ
と、またその教材も不足していることを指摘しているが、同様のことが日本語教育にも言え
るであろう。
おわりに
今回、3人のケーススタディーを通して、学習者に日本人の経験談の談話分析をさせること
により、日本語の言語的な評価装置に注目させることができ、かつその使用を促す可能性が
あることが分かった。しかしながら、3.2.1の研修生のように、日本滞在の短い研修生の場合、
指導前と後での変化は、HPを1箇所使用しただけで、 ほとんど変化がなかったことを考える
と、評価装置の使用の指導以前に、文法、語用面や、インフォーマルな場面でのくだけた会
話表現の指導が必要な学習者もいることは、特記に値する。
また、今回の調査では、データの少なさという点や、ナラティブ録音時の指導前、指導後
での状況の差（注10参照）という欠点があり、改善が必要である。今後は、データの量を増
やすことにより、上級日本語学習者の評価装置の使用と、滞日経験の間には本当に相関関係
があるのか、その他の要因は無いのか、今回の結果の妥当性を見たい。さらには、日本語の
インフォーマルな場面でのくだけた会話の指導をどのように行うか、その際、他にどのよう
な教室活動が考えられるかも今後の検討課題であると思われる。
〔注〕
（1）当センターの多国籍短期研修では、口頭運用力を測るものとしてACTFL (American Council
on the Teaching of Foreign Languages )のOPI(Oral Proficiency Interview)を、その他の知識や運用力を
上級日本語学習者の口頭ナラティブ能力の分析
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測るものとして日本語能力試験の２級と３級を合わせたもの（400点満点、２級と３級の割合
はほぼ均等）をプレースメントテストとして実施している。
（2）松村はHPについて、「日本語では基準時を容易に発話時から過去時に移すため、（中略）
歴史的現在を用いただけでは、劇的効果は出にくい」としており、むしろ、擬音語・擬態語
や動詞句を省略した直接引用が評価装置として機能しているという見解に達している。
（3）評価装置の全体像については、Labov（1972）、Polanyi（1979、1985）等を参照のこと。
Bamberg&Damrad-Frye（1991）によると、評価装置の適切な使い方は、大人になってから習得
されるという結果が出ている。
（4）日本語能力試験の２級レベル相当問題が何パーセント得点できたかという数値を示す。
（5）蓮沼（1993）によると、「『たら』は、話し手が実体験的に新たな事態を認識するといった
文脈を要求するものなので、外部からの観察者として事態の生起を客観的に叙述するような
文脈では用いられない。このような文脈では、『たら』ではなく『と』が使用されることにな
るのである」とある。また、蓮沼は「たら」の意外性は、「念のため明解国語辞典を引いてみ
たら、案の定違っていた」という様に、意外ではない文脈でも「たら」が使えることから、
絶対的な意味特徴ではないとしているが、蓮沼の言う「たら」の「話し手の実体験的な新た
な事態の認識」という性質が多くの場合、意外性や臨場性につながっていると思われる。
（6）「ごきげんよう」というテレビ番組からとったもの。与えられた課題（例、恥ずかしい話、
怖い話など）にそって女性ゲストにより話されたもの。
（7）全員が課題をこなしており、すぐれた感性のものが多く、英語と日本語ではなく母国語
で作った研修生もいた。以下研修生からの傑作を一部紹介する。「家を出る時はキュート、家
に帰るとバタンキュー」「お金をもらうのは、キャッチ、お金を使わないのは、けち」「牛肉
はステーキ、私は素敵」
（8）くだけた会話表現とは、雑談のようなインフォーマルな場面で、丁寧ではない表現で話
す時の文体をさす。常体、普通体などとも表現されるが、特に口語で終助詞を伴うものや、
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「ている」が「てる」になるような融合形や、調音がぞんざいになって、「それで」が「ほい
で」になるような音変化が多くおこるものをさす。
（9）「○○○」と言った。というように実際の発話を引用して談話を進めるもの。下線の引用
動詞は省略される場合もあり、その場合は、より臨場感が高まる。
（10）講師が「雑談で話すように」と指示し、モデルを提示したにもかかわらず、指導前のナ
ラティブがインフォーマルな会話体になっていないのは、録音の時の状況が自室で一人で行
なわれたことにも一因があると思われる。また、評価装置使用の増加も、この指導前、指導
後の録音時の状況差が原因で起こったことも十分考えられ、その場合研修生は、すでに評価
装置を習得済みと考えることもできる。
〔参考文献〕
鮎沢孝子（1988） 「『話し言葉』の特徴－聴解指導のために－」『日本語教育』64号　日本語
教育学会　1－12．
小玉安恵（1998） 「日本語のコンバセーションナラティブにおける時制転換」 『日本語
国際センター紀要』8号 国際交流基金日本語国際センター　1-17.
国立国語研究所（1995）『談話の実態』国立国語研究所　報告8
櫻井千佳子（1996）「ナラティブにおける時制の使い分け－発達の段階から見た日本語と英語
の比較対象研究－」 日本言語学会秋季大会研究発表
塩崎紀子・田中久美子（1998）「中・上級口頭表現能力養成の試み」『日本語と日本語教育』25
号　慶応義塾大学日本語・日本文化教育センター　43－71．
日本語教育学会（1982）『日本語教育事典』大修館書店
蓮沼昭子（1993）「『たら』と『と』の事実的用法をめぐって」『日本語の条件表現』益岡隆志
編　73－97．
飛田良文・浅田秀子（1997）『現代副詞用法辞典』大修館書店
保坂敏子（1997）「上級口頭表現能力養成方法の多様性-コース設計の基準を-」『日本語と日本
語教育』第26号慶応義塾大学日本語・日本文化教育センター　41-42
松村瑞子（1995）『日本語の時制と相』階文社
李　麗燕（2000）『日本語母語話者の雑談における『物語』の研究―会話管理の観点からー』
くろしお出版
上級日本語学習者の口頭ナラティブ能力の分析
－ 46 －
日本語国際センター紀要　第11号
Bamberg,M. and D.Damrad-Frye.(1991).On the ability to provide evaluative comments: 
FurtherExplorations of children's narrative competencies. Journal of child language18,689-710.
Eggins Suzzanne and Diana Slade (1997) Analyzing Casual Conversation.London,Washington:Cassel.
Gulich Elisabeth and Uta M.Quasthoff. (1985) Narrative Analysis. In Van Dijk,Teun(eds)Handbook of 
Discourse AnalysisVol.2 Dimensions of Discourse..169-97.Academic Press.
Kodama,Yasue(2000) Functions of timeless sentences in Japanese oral narrative. Unpublished Manuscript.
Labov,William.(1972).The Transformation of Experience in Narrative Syntax. Language in The Inner City
Philadelphia: University of Pennsylvania Press.
Okazaki,Shoko (1995) Ellipsis in Japanese Conversational Discourse. Ph.D Dissertation Georgetown 
University.
Polanyi,Livia (1979) "So What's the Point?" Semiotica，25(3-4),208-24.
(1985) Telling the American Story. Ablex Publishers Corporation.Norwood，New Jersey.
Schiffrin,Deborah (1981) Tense Variation in Narrative. Language. 57,281-303.
Takahashi, Kazumi. (1996). Mechanizm of Tense Switch in Japanese Oral Narrative: (Re)Enactment／
Recollection and Involvement／Considerateness. Ph.D Dissertation. UCLA.
Yamada,Masamichi(2000) Negation in Japanese Oral Narratives:A Functional Analaysis. Ph.D Dissertation. 
Georgetown University.
＜テキスト＞
『過渡期の日本を考える』1997 三牧陽子他　凡人社
『なめらか日本語会話』1997 富阪容子　アルク
『日本社会探検』1998 架谷真知子他　スリーエーネットワーク
『日本を話そう』1994 日鉄ヒューマンデベロップメント・日本外国語専門学校　The Japan
Times
－ 47 －
上級日本語学習者の口頭ナラティブ能力の分析
表
２
　
滞
日
経
験
３
週
間
の
研
修
生
の
指
導
前
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
�
　
　
指
　
　
導
　
　
前
�
私
は
い
く
ら
考
え
て
も
、
�
皆
さ
ん
に
面
白
い
話
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
�
で
も
こ
の
間
起
こ
っ
た
細
か
い
こ
と
を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
�
私
は
、
先
週
の
土
曜
日
と
日
曜
日
、
先
生
と
一
緒
に
海
へ
行
き
ま
し
た
。
 
 �
土
曜
日
は
、
海
は
静
か
で
し
た
け
ど
、
 
 �
台
風
の
影
響
で
、
日
曜
日
は
波
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
 
 �
で
も
天
気
は
よ
か
っ
た
で
す
か
ら
、
 
 �
泳
ご
う
と
思
っ
て
、
 
 �
キ
ル
ギ
ス
の
大
学
院
生
と
一
緒
に
泳
ご
う
と
思
っ
て
、
 
 �
海
に
入
り
ま
し
た
。
 
 �
私
は
帽
子
と
メ
ガ
ネ
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 �
普
通
の
帽
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 �
メ
ガ
ネ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
  �
泳
ぐ
と
き
使
う
も
の
で
す
。
  �
実
は
メ
ガ
ネ
じ
ゃ
な
く
て
、
  �
他
の
言
葉
で
す
け
ど
、
 
 �
そ
の
言
葉
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 
 �
す
ぐ
、
波
に
打
た
れ
て
、
 
 �
何
回
も
転
び
ま
し
た
。
 
 �
そ
し
て
、
メ
ガ
ネ
も
帽
子
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
 
 �
そ
し
て
、
耳
の
中
に
砂
が
と
て
も
多
か
っ
た
で
す
。
 
 �
私
は
、
見
て
も
い
く
ら
見
て
も
、
 
 �
帽
子
も
メ
ガ
ネ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 �
も
う
さ
よ
う
な
ら
で
し
た
。
  �
 私
は
、
安
心
し
て
自
分
の
物
を
太
平
洋
に
あ
げ
ま
し
た
か
ら
、
 
 �
も
う
一
度
こ
こ
へ
来
ら
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
 
 �
ロ
シ
ア
人
た
ち
は
海
に
何
か
投
げ
た
ら
、
ま
た
、
そ
の
海
岸
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 
 �
で
も
、
あ
と
で
ち
ょ
っ
と
食
事
し
て
、
 
 �
私
は
「
海
岸
に
行
き
ま
し
ょ
う
か
。
私
の
帽
子
と
メ
ガ
ネ
は
多
分
出
て
き
て
、
私
を
待
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
」
と
い
い
ま
し
た
。
�
友
達
と
一
緒
に
海
岸
に
出
ま
し
た
。
 
 �
波
は
も
っ
と
高
く
な
り
ま
し
た
け
ど
、
 
 �
泳
い
で
る
人
も
多
か
っ
た
で
す
。
 
 �
私
は
ま
た
メ
ガ
ネ
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
 
 �
メ
ガ
ネ
は
ど
こ
に
私
を
待
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
、
 
 �
す
ぐ
に
メ
ガ
ネ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
 
 �
実
は
、
私
の
メ
ガ
ネ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 �
だ
れ
か
が
落
と
し
た
も
の
で
し
た
け
ど
、
 
 �
私
は
喜
び
ま
し
た
。
 
 �
メ
ガ
ネ
と
帽
子
が
な
け
れ
ば
、
 
 �
プ
ー
ル
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
。
 
 �
友
達
と
一
緒
に
毎
週
プ
ー
ル
へ
行
っ
て
、
 
 �
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
。
  �
で
も
、
帽
子
は
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 �
一
緒
に
遊
ん
だ
家
族
の
奥
さ
ん
は
、
私
に
自
分
の
帽
子
を
く
れ
ま
し
た
。
 
 �
私
の
帽
子
よ
り
も
っ
と
き
れ
い
な
帽
子
で
す
。
 
 �
ま
た
、
友
達
と
一
緒
に
プ
ー
ル
へ
行
っ
て
、
 
 �
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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表
３
　
滞
日
経
験
３
週
間
の
研
修
生
の
指
導
後
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
�
　
　
指
　
　
導
　
　
後
�
私
の
話
は
つ
ま
ら
な
い
で
す
け
ど
、
 
 �
こ
の
間
起
こ
っ
た
こ
と
で
す
か
ら
、
 
 �
多
分
一
番
新
し
い
こ
と
の
方
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
 
 �
私
は
先
週
の
土
曜
日
と
日
曜
日
先
生
と
キ
ル
ギ
ス
の
友
達
と
海
に
行
き
ま
し
た
。
 
 �
い
つ
も
、
リ
ー
さ
ん
と
高
さ
ん
と
3人
で
、
プ
ー
ル
に
行
っ
て
、
 
 �
あ
＝
水
泳
帽
を
か
ぶ
っ
て
、
  �
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け
て
、
 
 �
水
泳
し
ま
し
た
か
ら
、
 
 �
同
じ
よ
う
に
、
あ
＝
水
泳
帽
を
か
ぶ
っ
て
、
 
 �
あ
＝
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け
て
、
  �
海
を
泳
ぎ
ま
し
た
。
 
 �
あ
＝
土
曜
日
の
天
気
は
よ
か
っ
た
で
す
。
 
 �
静
か
で
し
た
。
�
で
も
、
日
曜
日
台
風
の
影
響
で
、
波
は
高
く
な
り
ま
し
た
。
 
 �
ち
ょ
っ
と
危
な
か
っ
た
で
す
。
 
 �
で
も
み
ん
な
泳
い
で
い
ま
し
た
か
ら
、
 
 �
私
も
、
友
達
と
一
緒
に
海
に
入
ろ
う
と
思
っ
て
、
 
 �
海
に
入
り
ま
し
た
。
 
 �
す
ぐ
に
強
い
波
で
、
波
と
ぶ
つ
か
っ
て
、
 
 �
転
び
ま
し
た
。
＠
 
 �
何
回
も
転
ん
で
、
 
 �
あ
＝
海
か
ら
出
て
、
 
 �
水
泳
帽
も
、
ゴ
ー
グ
ル
も
な
か
っ
た
で
す
。
＠
＠
（
＠
＠
＠
＠
）
 
 �
驚
い
て
、
 
 �
あ
ち
こ
ち
を
見
て
、
 
 �
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 
 �
最
初
に
と
て
も
、
う
＝
ん
怒
り
ま
し
た
。
 
 �
あ
＝
リ
ー
さ
ん
と
高
さ
ん
と
プ
ー
ル
へ
行
け
な
く
な
り
ま
し
た
か
ら
。
 
 �
で
も
後
で
ち
ょ
っ
と
考
え
て
、
 
 �
ロ
シ
ア
の
習
慣
で
、
 
 �
何
か
海
に
な
げ
た
ら
、
ま
た
、
そ
の
海
岸
に
帰
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
習
慣
で
す
。
  �
み
ん
な
信
じ
て
い
ま
す
。
 
 �
だ
か
ら
、
い
い
で
す
ね
＝
。
  �
私
は
、
太
平
洋
に
自
分
の
水
泳
帽
と
ゴ
ー
グ
ル
を
あ
げ
ま
し
た
。
 
 �
と
て
も
い
い
で
す
。
 
 �
で
も
ま
た
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、
 
 �
帽
子
も
ゴ
ー
グ
ル
も
な
い
か
ら
、
 
 �
ち
ょ
っ
と
プ
ー
ル
行
き
た
い
で
す
。
＠
＠
（
＠
＠
）
 
 �
そ
れ
か
ら
、
友
達
に
食
事
し
て
か
ら
、
 
 �
「
海
岸
に
帰
り
ま
し
ょ
う
。
多
分
私
の
ゴ
ー
グ
ル
と
帽
子
は
も
う
海
岸
に
出
て
、
私
を
待
っ
て
る
で
し
ょ
う
」
 
�
帰
り
ま
し
た
。
 
 �
帰
っ
て
、
 
 �
 ま
た
、
「
私
の
ゴ
ー
グ
ル
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
」
。
 
 �
す
ぐ
ゴ
ー
グ
ル
を
見
ま
し
た
。
 
 �
で
も
私
の
ゴ
ー
グ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�
も
っ
と
き
れ
い
な
日
本
人
が
落
と
し
た
ゴ
ー
グ
ル
で
し
た
。
（
＠
＠
＠
＠
＠
）
 
 �
私
は
、
拾
っ
て
使
い
ま
し
た
。
 
 �
で
も
帽
子
は
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 �
で
も
、
一
緒
に
遊
ん
だ
奥
さ
ん
は
、
も
っ
と
き
れ
い
な
帽
子
を
く
れ
ま
し
た
。
＠
＠
 
 �
だ
か
ら
、
悪
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
 
 �
す
ぐ
い
い
こ
と
が
あ
る
、
起
こ
る
と
思
い
ま
す
。
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表
４
　
滞
日
経
験
４
年
の
研
修
生
の
指
導
前
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
�
　
　
指
　
　
導
　
　
前
�
私
は
、
前
、
学
校
の
近
く
に
家
を
借
り
て
、
 
 �
二
人
の
同
級
生
と
一
緒
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
。
 
 �
一
人
は
、
ヘ
レ
ン
と
い
う
英
語
の
先
生
で
、
 
 �
も
う
一
人
は
マ
ー
ラ
と
い
う
音
楽
の
先
生
で
す
。
 
 �
車
を
持
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
な
の
で
、
 
 �
い
つ
も
二
人
を
乗
せ
て
学
校
に
行
っ
た
り
、
買
い
物
行
っ
た
り
し
た
ん
で
す
よ
。
 
 �
あ
る
日
、
面
白
い
事
件
が
あ
っ
た
の
よ
。
 
 �
伊
勢
丹
に
セ
ー
ル
が
あ
る
と
聞
い
た
私
た
ち
は
、
放
課
後
3人
で
買
い
物
に
行
こ
う
と
約
束
を
し
た
ん
で
す
よ
。
 
�
そ
れ
で
、
最
後
の
ベ
ル
が
な
っ
た
ら
、
 �
机
を
片
付
け
て
、
 
 �
車
の
ほ
う
に
歩
い
て
い
っ
た
ん
で
す
よ
。
 
 �
歩
き
な
が
ら
、
わ
た
し
は
ヘ
レ
ン
さ
ん
と
生
徒
の
話
を
し
始
め
た
ん
で
す
。
 
 �
で
、
話
が
だ
ん
だ
ん
面
白
く
な
っ
て
、
 
 �
車
に
乗
っ
て
も
、
 
 �
話
を
続
け
た
ん
で
す
よ
。
 
 �
学
校
出
て
、
  
�
５
分
ぐ
ら
い
走
っ
た
ら
、
 �
な
ん
だ
か
マ
ー
ラ
さ
ん
が
静
か
だ
な
＝
と
思
っ
て
、
 
 �
後
ろ
向
い
て
み
た
ら
、
 �
マ
ー
ラ
さ
ん
が
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
初
め
て
気
が
つ
い
た
ん
で
す
よ
。
 
 �
「
や
ば
い
、
マ
ー
ラ
さ
ん
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
」
 
 �
で
も
、
確
か
に
後
ろ
の
ド
ア
が
パ
ン
と
い
う
音
が
し
た
ん
で
す
が
、
 
 �
二
人
は
慌
て
て
も
う
一
度
学
校
へ
戻
っ
て
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
 
 �
で
も
、
マ
ー
ラ
さ
ん
は
、
も
う
一
人
で
家
に
帰
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
 
 �
二
人
は
何
回
も
謝
っ
た
ん
で
す
よ
。
�
悪
い
な
＝
と
思
っ
て
い
た
か
ら
さ
＝
 
 �
マ
ー
ラ
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
 
 �
車
の
右
側
の
ド
ア
を
開
い
て
み
た
ら
、
 
 �
本
が
た
く
さ
ん
置
い
て
た
の
で
、
 
 �
ド
ア
を
閉
め
て
、
 
 �
左
側
の
ド
ア
か
ら
乗
ろ
う
と
し
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
 
 �
で
も
、
私
は
、
音
だ
け
を
聞
い
た
ら
、
 
�
マ
ー
ラ
さ
ん
が
す
で
に
乗
っ
て
い
た
と
思
っ
て
、
 
 �
走
り
出
し
た
の
よ
ね
＝
。
 
 �
あ
ま
り
に
も
、
ヘ
レ
ン
さ
ん
と
の
話
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
 
 �
マ
ー
ラ
さ
ん
が
後
ろ
か
ら
追
い
か
け
て
き
た
こ
と
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
よ
＝
 
 �
ば
か
だ
ね
＝
。
 
 �
マ
ー
ラ
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
ね
。
 
 �
マ
ー
ラ
さ
ん
に
嫌
わ
れ
な
く
て
よ
か
っ
た
。
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表
５
　
滞
日
経
験
４
年
の
研
修
生
の
指
導
後
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
�
　
　
指
　
　
導
　
　
後
�
え
っ
と
、
私
は
前
、
え
っ
と
学
校
の
近
く
に
あ
る
家
を
借
り
て
、
 
 �
あ
の
二
人
の
同
級
生
と
一
緒
に
住
ん
で
た
の
。
 
 �
あ
の
一
人
は
、
ヘ
レ
ン
と
い
う
人
で
、
 
 �
英
語
の
先
生
で
す
ね
。
 
 �
も
う
一
人
は
、
マ
ー
ラ
と
い
う
人
で
音
楽
の
先
生
で
す
。
  �
え
っ
と
、
車
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
私
だ
け
で
ね
、
 
 �
え
っ
と
い
つ
も
二
人
を
乗
せ
て
、
ど
こ
か
の
あ
の
学
校
行
っ
た
り
買
い
物
行
っ
た
り
し
た
ん
で
す
よ
。
 
 �
で
、
あ
る
日
面
白
い
事
件
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
 
 �
伊
勢
丹
に
セ
ー
ル
が
あ
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
ら
、
 �
「
じ
ゃ
ー
放
課
後
一
緒
に
行
こ
う
ね
」
と
約
束
し
た
ん
で
す
よ
。
 
 �
で
、
最
後
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
ら
、
 
 �
あ
の
3人
と
も
早
く
机
を
片
付
け
て
、
 �
車
の
ほ
う
へ
歩
い
て
行
っ
た
ん
で
す
よ
。
 
 �
で
、
歩
き
な
が
ら
、
私
と
ヘ
レ
ン
さ
ん
は
、
え
っ
と
生
徒
の
話
を
し
始
め
た
ん
で
す
ね
。
 
 �
で
、
話
が
、
だ
ん
だ
ん
面
白
く
な
っ
て
、
 
 �
ん
＝
車
に
乗
っ
て
も
 
 �
ま
だ
話
を
続
け
た
ん
で
す
よ
。
 
 �
で
、
そ
れ
で
、
学
校
出
て
、
  �
5分
ぐ
ら
い
走
っ
た
ら
、
�
「
な
ん
だ
か
マ
ラ
ー
が
な
ん
か
変
だ
な
、
静
か
だ
な
」
と
思
っ
た
ら
�
後
ろ
を
見
て
み
た
ら
、
�
マ
ー
ラ
さ
ん
が
い
な
い
の
。
＠
＠
＠
（
＠
＠
わ
す
れ
ち
ゃ
っ
た
）
�
そ
う
、
マ
ー
ラ
さ
ん
が
い
な
い
の
。
�
｢マ
ー
ラ
さ
ん
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
｣と
思
っ
た
ら
、
 �
二
人
慌
て
て
学
校
帰
っ
た
ん
で
す
よ
。
 
 �
で
も
、
や
っ
ぱ
り
マ
ー
ラ
さ
ん
も
う
家
に
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
、
一
人
で
。
＠
＠
（
＠
＠
＠
）
 
 �
マ
ー
ラ
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
 
 �
後
ろ
の
ﾄﾞ
ｱの
右
側
の
ﾄﾞ
ｱを
開
け
た
ら
、
 �
本
が
た
く
さ
ん
お
い
て
た
か
ら
、
 
 �
も
う
一
度
ﾄﾞ
ｱ閉
め
て
、
 
 �
左
側
の
ﾄﾞ
ｱか
ら
乗
ろ
う
と
し
た
ん
だ
っ
て
。
（
＠
＠
＠
＠
＠
）
 
 �
で
も
私
、
後
ろ
の
ﾄﾞ
ｱの
音
？
パ
タ
ン
と
聞
い
た
ら
、
�
 マ
ー
ラ
が
す
で
に
乗
っ
て
る
と
お
も
っ
た
か
ら
、
（
＠
＠
＠
）
 
 �
走
り
出
し
た
ん
で
す
よ
。
＠
＠
 
 �
そ
れ
で
、
す
ご
い
マ
ー
ラ
に
悪
い
な
と
思
っ
た
か
ら
、
 
 �
何
回
も
謝
っ
た
け
ど
。
＠
＠
  �
う
ん
で
も
、
マ
ー
ラ
に
嫌
わ
れ
な
く
て
よ
か
っ
た
。
（
＠
＠
＠
＠
）
 
 �
本
当
の
話
で
す
。
 
 �
2回
も
や
っ
た
ん
で
す
よ
。
（
2回
も
＠
＠
＠
＠
＠
＠
）
 
 �
同
じ
人
で
。
（
＠
＠
＠
＠
＠
）
 
 �
マ
ー
ラ
さ
ん
は
、
な
ん
か
す
っ
ご
い
ス
ロ
ー
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で
い
つ
も
、
う
ん
、
マ
イ
ペ
ー
ス
だ
か
ら
。
＠
＠
 
 �
乗
っ
て
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
く
て
、
も
う
。
（
＠
＠
＠
）
�
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�
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表
６
　
滞
日
経
験
20
年
の
研
修
生
の
指
導
前
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
�
　
　
指
　
　
導
　
　
前
�
ス
ペ
イ
ン
語
を
勉
強
し
て
た
と
き
の
授
業
中
に
お
き
た
こ
と
で
す
。
 
 �
先
生
は
、
５
ペ
ー
ジ
に
も
な
る
練
習
問
題
を
宿
題
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
 
 �
私
は
４
ペ
ー
ジ
し
か
し
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 �
授
業
が
お
わ
る
15
分
前
ご
ろ
、
私
は
、
「
あ
ー
神
様
仏
様
、
私
の
番
が
来
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
お
祈
り
を
し
て
ま
し
た
。
 
�
そ
う
し
た
ら
、
突
然
、
先
生
が
私
に
聞
き
ま
し
た
。
�
「
パ
ト
リ
シ
ア
ち
ん
ち
ん
っ
て
何
で
す
か
、
日
本
語
で
何
で
す
か
。
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
 
 �
え
＝
聞
か
れ
た
言
葉
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
乾
杯
を
す
る
と
き
に
い
う
言
葉
で
す
。
 
 �
私
は
、
返
事
に
困
っ
て
、
 
 �
そ
の
先
生
が
男
性
で
し
た
の
で
、
 
 �
え
っ
と
、
「
あ
な
た
が
、
あ
ー
先
生
の
体
に
あ
る
も
の
で
、
私
の
体
に
は
な
い
も
の
で
す
。
」
と
返
事
を
し
ま
し
た
。
 �
そ
し
た
ら
、
ク
ラ
ス
中
が
、
ク
ラ
ス
中
の
生
徒
た
ち
、
え
＝
み
ん
な
大
人
で
す
。
 
 �
え
＝
大
笑
い
を
し
て
、
 
 �
も
っ
と
ジ
ョ
ー
ク
を
続
け
る
よ
う
に
と
い
い
ま
し
た
。
 
 �
多
分
彼
ら
も
宿
題
を
し
て
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
  �
そ
れ
で
、
別
の
話
を
し
ま
し
た
。
 
 �
娘
が
通
っ
て
い
る
学
校
は
、
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
 
 �
創
立
者
は
日
本
人
で
す
。
 
 �
け
れ
ど
、
校
長
先
生
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
で
す
。
 
 �
先
生
方
も
日
系
人
や
ブ
ラ
ジ
ル
人
で
、
 
 �
生
徒
た
ち
は
９
０
％
が
日
系
人
の
学
校
で
す
。
 
 �
あ
る
と
き
、
自
衛
隊
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
い
ら
し
た
と
き
、
 
 �
そ
の
学
校
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 
 �
そ
れ
で
、
生
徒
た
ち
は
、
コ
ー
ラ
ス
で
歌
を
歌
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 
 �
娘
は
家
で
、
歌
の
練
習
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
 
 �
「
チ
ン
チ
ン
チ
ン
ハ
イ
ヨ
デ
ル
ー
ワ
チ
ン
チ
ン
チ
ン
ハ
イ
ヨ
デ
ル
ー
ワ
」
と
こ
ん
な
歌
を
歌
っ
て
た
の
で
す
。
 
 �
私
は
、
そ
ん
な
歌
を
コ
ー
ラ
ス
で
自
衛
隊
の
人
た
ち
に
き
か
せ
る
ん
で
す
か
＝
」
と
ち
ょ
っ
と
変
に
思
い
ま
し
た
。
 �
そ
れ
で
校
長
先
生
に
話
に
行
き
ま
し
た
。
 
 �
「
そ
の
歌
は
あ
ん
ま
り
よ
く
な
い
の
で
別
の
歌
に
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
で
す
か
」
 
 �
内
容
ま
で
は
説
明
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
 
 �
「
そ
の
歌
は
イ
タ
リ
ア
の
歌
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
歌
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
」
と
だ
け
し
か
言
わ
な
か
っ
た
の
で
す
。
 
�
そ
し
た
ら
、
校
長
先
生
は
、
「
い
い
え
、
そ
の
、
こ
の
歌
は
、
60
年
代
19
60
年
代
ぐ
ら
い
に
、
ス
エ
リ
カ
ン
ぺ
ー
ロ
と
い
う
歌
手
が
�
歌
っ
て
、
と
て
も
ヒ
ッ
ト
し
た
歌
で
す
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
ヒ
ッ
ト
し
た
歌
で
す
」
と
い
っ
て
、
 
�
そ
の
歌
を
コ
ー
ラ
ス
で
歌
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 
 �
ま
、
別
の
歌
も
歌
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
 
 �
こ
の
歌
が
歌
わ
れ
た
と
き
、
  �
自
衛
隊
の
人
た
ち
が
く
す
く
す
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
 
 �
私
は
、
本
当
に
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。
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表
７
　
滞
日
経
験
20
年
の
研
修
生
の
指
導
後
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
�
　
　
指
　
　
導
　
　
後
�
私
が
ス
ペ
イ
ン
語
を
勉
強
し
て
た
と
き
の
こ
と
な
ん
で
す
。
 
 �
先
生
は
男
性
の
先
生
。
 
 �
こ
れ
よ
く
聞
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
 
 �
こ
れ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
か
ら
。
 
 �
え
＝
先
生
は
５
ペ
ー
ジ
の
宿
題
を
も
う
２
，
３
日
で
す
る
宿
題
を
出
さ
れ
た
ん
で
す
。
  �
私
は
、
４
ペ
ー
ジ
し
か
し
て
な
か
っ
た
ん
で
す
。
 
 �
そ
し
て
、
４
ペ
ー
ジ
ま
で
あ
の
ー
来
た
と
き
に
、
 
 �
あ
と
15
分
と
い
う
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 �
そ
れ
で
、
「
あ
＝
神
様
仏
様
、
私
の
番
き
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
お
祈
り
を
し
て
ま
し
た
。
 
 �
そ
し
た
ら
、
突
然
先
生
が
、
｢パ
ト
リ
シ
ア
、
ち
ん
ち
ん
っ
て
日
本
語
で
何
で
す
か
｣っ
て
＠
＠
日
本
語
で
聞
か
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。
�
で
、
そ
の
言
葉
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
乾
杯
を
す
る
と
き
に
使
う
言
葉
な
ん
で
す
。
 
 �
こ
う
コ
ッ
プ
を
上
げ
て
言
う
ん
で
す
よ
ね
。
 
 �
そ
れ
で
、
私
は
、
返
事
に
困
っ
て
、
 
 �
「
え
っ
と
先
生
の
体
に
つ
い
て
い
る
も
の
で
私
に
は
無
い
物
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
＠
＠
＠
(＠
＠
＠
＠
＠
) 
 �
そ
し
た
ら
、
ク
ラ
ス
中
が
大
笑
い
。
＠
＠
　
（
＠
＠
）
�
そ
し
て
、
ま
た
、
暇
つ
ぶ
し
の
た
め
に
、
「
え
っ
と
、
そ
れ
の
よ
う
な
関
連
し
た
話
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
ジ
ョ
ー
ク
が
あ
る
ん
で
�
す
け
ど
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
�
「
も
っ
と
ジ
ョ
ー
ク
も
っ
と
ジ
ョ
ー
ク
」
 
 �
多
分
彼
ら
も
あ
の
宿
題
を
し
て
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
 
 �
そ
れ
で
、
私
は
話
を
続
け
ま
し
た
。
 
 �
え
＝
娘
の
ん
＝
通
っ
て
た
学
校
、
そ
こ
は
、
幼
稚
園
か
ら
、
え
っ
と
創
立
者
が
日
本
人
で
校
長
先
生
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
で
す
。
 
�
 で
、
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
あ
り
ま
す
。
 
 �
で
、
で
、
娘
が
幼
稚
園
時
代
の
こ
ろ
、
え
＝
日
本
、
日
本
か
ら
自
衛
隊
が
み
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 
 �
そ
れ
で
、
娘
は
そ
の
コ
ー
ラ
ス
で
、
歌
を
歌
う
っ
て
言
う
ん
で
�
家
の
中
で
「
チ
ン
チ
ン
チ
ン
ハ
イ
ヨ
デ
ル
ー
ワ
チ
ン
チ
ン
チ
ン
ハ
イ
ヨ
デ
ル
ー
ワ
」
な
ん
て
歌
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
（
＠
＠
＠
）
 
 �
「
あ
＝
ま
あ
何
て
い
う
歌
歌
う
の
？
」
っ
て
私
が
聞
い
た
ら
、
 �
「
だ
っ
て
こ
れ
、
コ
ー
ラ
ス
に
歌
う
ん
で
す
も
の
（
＠
＠
）
自
衛
隊
が
み
え
る
か
ら
、
も
う
と
っ
て
も
上
手
に
う
た
わ
な
い
と
い
け
�
な
い
の
よ
。
」
 
 �
「
ま
ー
そ
ん
な
歌
」
と
私
は
、
学
校
に
駆
け
込
ん
で
、
 
 �
校
長
先
生
に
、
「
そ
ん
な
歌
や
め
て
く
だ
さ
い
」
（
＠
＠
）
 
 �
訳
は
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
く
て
言
え
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
 
 �
「
そ
の
歌
は
60
年
代
に
イ
タ
リ
ア
で
流
行
っ
た
歌
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
」
と
言
っ
た
ら
、
 �
先
生
は
「
い
い
え
、
こ
の
歌
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
流
行
り
ま
し
た
。
ス
エ
リ
カ
ン
ぺ
ー
ロ
と
い
う
歌
手
が
歌
っ
て
ま
し
た
」
と
が
ん
�
ば
る
ん
で
す
よ
ね
。
�
そ
れ
で
、
私
、
も
う
そ
れ
以
上
が
ん
ば
っ
て
も
仕
方
が
な
い
ん
で
、
�
ま
、
家
に
帰
っ
て
、
 
 �
「
ま
あ
、
ど
う
に
か
な
る
で
し
ょ
う
」
と
思
っ
て
、
 
 �
そ
の
当
日
、
当
じ
ゃ
な
く
て
当
日
、
当
日
み
な
さ
ん
が
歌
っ
て
る
と
き
、
 
 �
や
は
り
自
衛
隊
の
人
は
く
す
く
す
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
＠
＠
 
 �
私
は
も
う
恥
ず
か
し
く
て
恥
ず
か
し
く
て
、
 
 �
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
�
で
も
娘
が
後
ろ
の
方
に
す
わ
た
っ
て
い
て
、
座
っ
て
い
て
  �
彼
女
の
顔
が
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
 
 �
ま
ー
一
応
安
心
し
ま
し
た
。
  �
そ
う
い
う
話
で
す
。
（
＠
＠
＠
＠
＠
！
！
！
！
！
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